
 

農
業
集
落
排
水
事
業
は
、
農
業
集
落

排
水
施
設
の
導
入
に
よ
り
、
水
環
境
の

保
全
や
人
々
の
生
活
向
上
に
大
き
な
成

果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
施
設
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
泥

は
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。 

今
回
は
、
こ
の
汚
泥
を
肥
料
に
変
え

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

■
 

農
業
集
落
排
水
汚
泥 

昭
和
五
十
年
代
後
半
、
農
業
集
落
か

ら
排
出
さ
れ
る
下
水
や
生
活
雑
排
水
を

き
れ
い
に
処
理
し
て
水
路
や
川
に
戻
す

こ
と
に
よ
り
、
農
村
の
水
質
保
全
と
生

活
環
境
を
快
適
に
す
る
農
業
集
落
排
水

事
業
が
全
国
で
始
ま
っ
た
。
そ
の
基
幹

と
な
る
農
村
版
下
水
処
理
施
設
の
農
業

集
落
排
水
施
設
は
、
栃
木
県
で
は
昭
和

六
十
二
年
に
真
岡
市
飯
貝
、
佐
野
市
大

古
屋
で
供
用
が
開
始
さ
れ
た
。
以
来
、

導
入
が
進
み
、
各
地
で
農
村
の
生
活
お

よ
び
水
環
境
が
改
善
さ
れ
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
に
と
も
な
い
、
施
設
か

ら
排
出
さ
れ
る
汚
泥
の
量
が
増
加
し
た
。 

農
業
集
落
排
水
事
業
で
は
、
汚
泥
を

受
益
域
内
で
利
用
す
る
こ
と
を
目
標
に

し
て
い
た
。
だ
が
、
汚
泥
は
水
分
が
多

く
、
取
扱
性
や
衛
生
面
か
ら
そ
の
ま
ま

農
耕
地
へ
利
用
・
還
元
す
る
こ
と
は
難

し
か
っ
た
。
ま
た
、
農
業
集
落
排
水
施

設
は
無
人
施
設
で
あ
る
た
め
堆
肥
化
す

る
こ
と
も
困
難
で
、
汚
泥
利
用
の
決
め

手
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
汚
泥
の

多
く
は
し
尿
処
理
場
で
処
分
さ
れ
、
事

業
の
趣
旨
を
達
し
て
い
る
と
は
言
い
難

い
状
況
で
あ
っ
た
。 

平
成
二
年
、
栃
木
県
農
業
試
験
場
環

境
保
全
部
（
現
環
境
保
全
研
究
室
）
で

は
、
汚
泥
の
農
地
還
元
を
図
る
た
め
、

試
験
を
開
始
。
平
成
四
年
に
は
汚
泥
の

肥
効
を
認
め
た
も
の
の
、
施
用
作
業
の

劣
悪
な
労
働
条
件
、
生
汚
泥
に
対
す
る

嫌
悪
感
、
利
用
時
期
が
春
や
秋
な
ど
に

限
定
さ
れ
る
こ
と
、
汚
泥
に
混
入
し
た

雑
種
子
な
ど
、
多
く
の
難
点
を
確
認
し
、

試
験
を
中
止
し
た
。
汚
泥
の
農
地
へ
の

還
元
は
不
可
能
と
思
わ
れ
た
。 

 ■
 

生
石
灰
処
理
法 

平
成
四
年
、
環
境
保
全
部
特
別
研
究

員
大
村
裕
顕
は
、
家
畜
ふ
ん
の
新
し
い

処
理
方
法
の
開
発
に
着
手
し
て
い
た
。

開
発
と
い
う
も
の
の
そ
の
作
業
は
、
農

業
試
験
場
の
片
隅
で
農
家
か
ら
も
ら
っ

て
き
た
家
畜
ふ
ん
に
生
石
灰
を
添
加
し
、

ス
コ
ッ
プ
を
使
っ
て
混
ぜ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
姿
を
見
て
笑
う
者
や
、
発

生
す
る
臭
気
に
苦
情
を
言
う
者
も
い
た
。

大
村
は
周
囲
の
こ
と
も
気
に
せ
ず
に

黙
々
と
作
業
を
続
け
た
。 

生
石
灰
を
添
加
し
た
の
は
、
ふ
ん
に

含
ま
れ
て
い
る
水
分
と
生
石
灰
と
の
化

学
反
応
で
発
生
す
る
熱
で
ふ
ん
の
水
分

を
蒸
発
さ
せ
る
た
め
で
、
発
生
す
る
熱

は
時
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
を
変
形
さ

せ
る
ほ
ど
で
あ
り
、
適
当
な
水
分
状
態

に
な
る
と
回
動
を
か
け
る
だ
け
で
粒
状

化
し
、
乾
燥
さ
せ
る
と
臭
い
が
減
っ
た
。

こ
れ
を
見
て
大
村
は
確
信
し
た
。
「
こ

れ
は
肥
料
と
し
て
利
用
で
き
る
」
。
そ

の
後
、
同
僚
の
技
師
宮
崎
成
生
と
と
も

に
、
ふ
ん
の
水
分
と
生
石
灰
の
添
加
量

を
検
討
し
、
新
し
い
処
理
方
法
「
生
石

灰
処
理
法
」
が
開
発
さ
れ
た
。 

汚
泥
を
肥
料
に
変
え
ろ
！ 

～ 

農
業
集
落
排
水
汚
泥
肥
料
化
装
置
の
開
発 

～ 
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粒状化実験をする大村 



 

開発した汚泥肥料化装置 

汚泥肥料 

平
成
七
年
十
一
月
、
「
家
畜
ふ
ん
粒

状
化
」
の
タ
イ
ト
ル
で
生
石
灰
処
理
法

が
下
野
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
記

事
に
釘
付
け
に
な
っ
た
男
が
い
た
。
栃

木
県
内
に
工
場
を
も
つ
㈱
ト
キ
メ
ッ
ク

今
井
尚
志
で
あ
る
。
今
井
た
ち
は
、
生

ご
み
に
生
石
灰
を
混
合
し
、
臭
い
を
減

ら
す
処
理
装
置
の
試
作
に
取
り
組
ん
で

い
た
が
、
処
理
物
を
利
用
す
る
ア
イ
デ

ア
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
早
速
、
大

村
に
電
話
を
か
け
た
。
一
方
、
大
村
た

ち
は
、
生
石
灰
を
利
用
し
た
家
畜
ふ
ん

の
処
理
方
法
、
処
理
物
の
肥
料
と
し
て

の
利
用
方
法
が
ほ
ぼ
確
立
し
て
い
た
が
、

装
置
の
開
発
は
で
き
な
い
で
い
た
。 

平
成
八
年
三
月
、
こ
の
電
話
が
き
っ

か
け
と
な
り
両
者
が
「
有
機
性
廃
棄
物

の
有
効
利
用
の
た
め
、
互
い
に
協
力
し

合
お
う
」と
、
共
同
研
究
が
始
ま
っ
た
。 

 

■
 

共
同
研
究
ス
タ
ー
ト 

両
者
が
ま
ず
手
掛
け
た
の
は
、
決
定

的
な
処
理
方
法
の
な
い
農
業
集
落
排
水

汚
泥
の
肥
料
化
装
置
だ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
開
発
は
困
難
を
極
め
た
。
装
置
は

無
人
の
施
設
に
対
応
で
き
る
よ
う
自
動

運
転
で
稼
働
す
る
こ
と
や
、
肥
料
と
し

て
利
用
す
る
た
め
処
理
物
の
粒
径
を
揃

え
る
必
要
が
あ
っ
た
。
ト
キ
メ
ッ
ク
開

発
責
任
者
高
橋
睦
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ

い
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

農
業
試
験
場
で
の
粒
状
化
実
験
や
各
地

の
堆
肥
化
施
設
を
見
て
回
っ
た
。
試
行

錯
誤
の
末
、
よ
う
や
く
整
粒
機
構
を
持

っ
た
自
動
肥
料
化
装
置
の
開
発
の
め
ど

が
立
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
装
置
で
開

発
さ
れ
た
肥
料
は
汚
泥
の
持
つ
難
点
を

ほ
と
ん
ど
ク
リ
ア
し
て
い
た
。 

さ
ら
に
、
汚
泥
肥
料
の
製
造
過
程
で

主
に
ア
ン
モ
ニ
ア
の
臭
気
が
発
生
し
た

が
、
こ
の
臭
気
を
抑
え
る
方
法
で
も
、

大
村
の
ア
イ
デ
ア
が
生
き
た
。
ヤ
シ
殻

に
リ
ン
酸
液
を
染
み
込
ま
せ
、
ア
ン
モ

ニ
ア
を
吸
着
さ
せ
た
。
こ
れ
は
長
期
間

の
使
用
に
よ
り
脱
臭
能
力
が
低
下
し
た

場
合
で
も
、
肥
料
と
し
て
利
用
で
き
、

臭
気
を
も
有
効
利
用
す
る
完
全
な
閉
鎖

系
の
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
た
。 

 

■
 

地
域
内
リ
サ
イ
ク
ル
実
現 

平
成
八
年
秋
、
大
村
は
「
農
業
集
落

排
水
汚
泥
を
肥
料
に
し
、
周
辺
の
農
耕

地
で
利
用
す
る
。
こ
の
汚
泥
処
理
シ
ス

テ
ム
は
、
農
業
集
落
排
水
事
業
の
趣
旨

に
沿
っ
て
い
る
」
と
周
囲
に
働
き
か
け

た
。
こ
れ
に
、
農
業
集
落
排
水
事
業
を

扱
う
県
農
村
整
備
課
係
長
大
木
光
夫
と

栃
木
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
主

幹
小
林
邦
仁
が
、
理
解
を
示
し
た
。
そ

し
て
、
肥
料
化
装
置
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ

ラ
ン
ト
を
農
業
集
落
排
水
施
設
内
に
設

置
し
、
実
証
試
験
を
行
う
こ
と
が
決
定

し
た
。
そ
の
候
補
地
に
は
既
に
供
用
が

進
ん
で
い
た
益
子
町
長
堤
が
挙
が
っ
た
。 

平
成
八
年
十
一
月
、
県
農
村
整
備
課
、

芳
賀
土
地
改
良
事
務
所
、
益
子
町
、
栃

木
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
、
農

業
試
験
場
、
ト
キ
メ
ッ
ク
に
よ
る
会
議

が
初
め
て
持
た
れ
た
。
し
か
し
、
益
子

町
の
担
当
者
は
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
懐
疑

的
で
あ
っ
た
。
「
製
造
さ
れ
た
肥
料
が

利
用
し
き
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
」と
。 

平
成
九
年
五
月
、
第
三
回
の
会
議
が

農
業
試
験
場
内
で
行
わ
れ
た
。
そ
こ
で

益
子
町
の
担
当
者
は
、
試
作
機
に
よ
る

肥
料
製
造
と
汚
泥
肥
料
を
施
し
た
圃
場

の
様
子
を
見
て
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン

ト
の
設
置
を
決
定
し
た
。 

平
成
十
年
一
月
、
つ
い
に
パ
イ
ロ
ッ

ト
プ
ラ
ン
ト
が
搬
入
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

二
年
間
の
連
続
稼
働
運
転
を
行
い
、
肥

料
化
装
置
の
製
品
化
の
た
め
に
デ
ー
タ

を
蓄
積
し
た
。
一
方
、
大
村
、
宮
崎
、

岩
崎
慎
也
は
、
汚
泥
肥
料
の
施
肥
効
果

を
明
ら
か
に
し
利
用
方
法
を
確
立
。
こ

れ
を
基
に
、
野
菜
や
水
稲
に
汚
泥
肥
料

を
施
用
す
る
人
が
現
れ
、
良
好
な
結
果

か
ら
汚
泥
肥
料
の
利
用
が
増
え
た
。
町

担
当
者
の
心
配
は
杞
憂
に
終
わ
っ
た
。

そ
の
後
間
も
な
く
、
益
子
町
は
こ
の
汚

泥
肥
料
を
石
灰
処
理
肥
料
「
か
え
る
丸
」

と
し
て
特
殊
肥
料
の
届
出
を
行
っ
た
。 

平
成
十
一
年
、
肥
料
化
装
置
が
製
品

化
さ
れ
、
第
一
号
機
が
真
岡
市
東
郷
に

設
置
さ
れ
た
。
平
成
十
五
年
度
ま
で
に

県
内
五
箇
所
に
導
入
さ
れ
、
視
察
者
や

問
い
合
わ
せ
が
相
次
い
で
い
る
。
そ
し

て
、
汚
泥
肥
料
は
地
域
住
民
に
よ
り
滞

る
こ
と
な
く
利
用
さ
れ
て
お
り
、
農
業

集
落
排
水
事
業
の
目
的
を
遂
げ
た
。 

 

（
追
記
） 

平
成
十
二
年
四
月
、
本
功
績
に

よ
り
大
村
は
、
科
学
技
術
庁
長
官
賞
を
受
け
た
。 

（
敬
称
略
） 

［
農
業
試
験
場
］ 


